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みんなで考える、深掘のまちづくり
景観形成重点地区！

◯はじめに

深堀合同庁舎の近くにある２か所の県警アパート

跡地について、地域住民や訪れた方々が有効に活

用できるように、地域や一般の市民の方、学生さん、

職員らが一緒に考える会議を開催しています。

◯内容

座長の高尾先生より、前回のワークショップの振

り返りと、それを基に修正した基本計画案につい

て説明がありました。その後、敷地のより具体的

な活用アイデアを考えて頂きました。

◯結果

特に重要な跡地①（深堀支所裏側）について必要な

機能が概ね整理されました。今年度はこの機能を

実現させるための詳細設計を行っています。

平成 27 年 3 月、長崎市の景観重要建造物「樋口

家表門」について、塗料メーカーさんのご厚意

により塗料を提供して頂き、地域の皆さんや大

学生、市職員など約 20 名で塗り替え作業を行い

ました。木材保護塗料により美しい門が甦りま

した。また、この取り組みは長崎市の業務改善

に応募し、優秀改善にも選ばれました！

【まちづくりニュース】景観重要建造物のボランティア塗装を行いました！

参加者アンケート結果（回答率＝15 ／ 24＝63％）

テーマ：第４回「基本計画案を確認しよう！」

日程：2015 年 2 月 17 日（火）

時間：18:30〜20:30

会場：深堀地区公民館 大会議室

内容：班に分かれて具体的な活用アイデアに

ついて議論しました。

参加者：25 名（住民、一般、学生、職員）

長崎市景観専門監／

九州大学決断科学センター准教授

高尾 忠志
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　長崎市桜町 2-22　長崎市建設局都市計画部まちづくり推進室

電話：095-829-1177（直通）　FAX:095-829-1175

Q1. 来てよかったでしょうか？

参加者の方からお答え頂いたアンケートをグラフ化しました。

Q２．説明はわかりやすかったでしょうか？

Q３．意見は反映されましたか？ Q４．また参加したいと思いますか？

不明

思う

やや思う

どちらとも言えない

あまり思わない

思わない

不明

思う

やや思う

どちらとも言えない

あまり思わない

思わない

不明

思う

やや思う

どちらとも言えない

あまり思わない

思わない

不明

思う

やや思う

どちらとも言えない

あまり思わない

思わない



ワークショップ結果まとめ
前回のワークショップで考えて頂いた跡地①（支所裏）のアイデアについて、各班の模造紙を１枚の地図にまとめました。沢山意見が出たものは字を大きくし、種類ごとに色分けしました。

そこから、皆さんのアイデアで概ね共通するものを「１２のキーワード」を書き出しました。基本的な機能、敷地境界との関係性、アクセス、その他事項があります。
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深堀の歴史を誘導・案内

隣の住宅地と植栽や塀等で仕切ります。
公民館での活動を一部展示します。

歴史案内板や周辺案内板を設置します。

石塀に挟まれた風景を創ります。多様な活動ができる空間を確保します。

公民館まつり等のイベント時に駐車場として使用します。

ランドマークとなるようデザインに配慮します。

班での話し合い風景

神社への良好な眺めを活かします。

安全・安心で、快適な水辺空間を創ります。

深堀らしさを素材や意匠等で表現します。

安全性だけでなく、演出性のある夜景を創ります。

支所や周辺との動線を検討し、

安全に歩ける空間を確保します。
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